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＜夏季一時金闘争＞団体交渉における都側最終回答 

条例通り！夏季一時金２.３月分支給で妥結 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都
労
連
＝
闘
い
の
到
達
点 

回
答
指
定
日
に
都
側
が
示
し
た
最
終
的
な
回
答
は
、
い
ず
れ
の
要
求

に
つ
い
て
も
ゼ
ロ
回
答
で
あ
り
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

今
期
の
夏
季
一
時
金
闘
争
は
、
職
場
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
大
変
厳
し
く
不
満
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
要
求
実
現

を
め
ざ
し
、
約
１
か
月
間
の
短
期
間
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
職
場
一

斉
宣
伝
行
動
や
ス
テ
ッ
カ
ー
闘
争
、
総
決
起
集
会
等
、
職
場
組
合
員
の

結
集
を
背
景
に
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘
し
た
闘
い
の
現
時
点
の
到
達
点
で

す
。
都
労
連
要
求
に
応
え
な
か
っ
た
都
側
に
対
す
る
怒
り
を
闘
い
の
原

動
力
と
し
て
、
今
後
の
賃
金
確
定
闘
争
を
組
合
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て

闘
う
こ
と
を
前
提
に
、
労
使
合
意
を
図
り
、
妥
結
・
決
着
と
し
ま
す
。 

に
よ
る
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
上
で
、都
労
連
と
議
論
し
た
い
旨
の

発
言
を
引
き
出
し
、恒
常
的
な
取
得
期

間
拡
大
に
向
け
た
交
渉
を
年
度
内
に

も
進
め
る
足
掛
か
り
を
つ
く
っ
た
。 

 

都
労
連
要
求
に
対
す
る
都
側
の
態
度 

 

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
都
が
国
を
上

回
り
、
全
国
で
も
高
い
水
準
に
あ
る
、

引
上
げ
は
困
難
。 

 

非
常
勤
職
員
の
現
行
報
酬
に
加
え

付
加
報
酬
は
現
行
法
で
は
困
難
。 

 

夏
季
休
暇
の
日
数
は
国
の
３
日
間 

を
上
回
る
５
日
と
し
て
い
る
。 

期
間
拡
大
は
都
民
の
理 

解
と
納
得
が
得
ら
れ
る 

か
今
後
慎
重
に
検
討
し 

て
行
く
必
要
が
あ
る
。 

と
し
て
ゼ
ロ
回
答
。 

都
労
連
が
実
現
を
求
め
提
出
し
た
要
求 

 

都
労
連
は
小
委
員
会
交
渉
で
、
「
一

時
金
の
支
給
対
象
・
割
合
・
加
算
制
度

の
改
善
要
求
書
」（
一
時
金
関
連
要
求
） 

と
「
夏
季
休
暇
の
改
善
要
求
書
」
「
夏

季
一
時
金
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出

し
、
回
答
指
定
日
を
５
月
２３
日
と
し

て
、
都
政
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
職

員
の
思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
踏
み

込
ん
だ
検
討
を
行
い
、
納
得
い
く
回
答 

を
示
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

都
労
連
が
都
側
に
求
め
た
３
要

求
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

① 
 

夏
季
一
時
金
要
求 

不
当
な
人
事
委
員
会
勧
告
の
も

と
、
事
実
上
の
３
年
連
続
し
て
例

月
給
の
据
え
置
き
・
給
料
表
改
定

見
送
り
と
な
っ
た
状
況
の
も
と

で
、
職
場
組
合
員
の
切
実
な
要
求

と
し
て
、
夏
季
一
時
金
２
．
５
月

分
を
全
て
期
末
手
当
で
支
給
す

る
こ
と
を
都
側
に
求
め
た
が
、
都

側
の
回
答
は
、
現
下
の
厳
し
い
状

況
を
十
分
に
考
慮
し
、
慎
重
に
検

討
を
重
ね
た
上
で
判
断
し
た
と

し
て
、
夏
季
一
時
金
支
給
月
数
増

を
図
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

② 
 

一
時
金
関
連
要
求 

支
給
対
象
・
割
合
・
加
算
制
度
い

づ
れ
の
要
求
事
項
に
対
し
て
も
、

都
労
連
要
求
に
応
え
ず
、
現
行
通

り
と
す
る
完
全
な
ゼ
ロ
回
答
と

な
っ
た
。
都
側
は
、
常
勤
職
員
と

一
体
と
な
り
、
都
政
を
担
っ
て
い

る
非
常
勤
職
員
の
役
割
と
責
任

を
正
当
に
評
価
せ
ず
、
来
年
度
の

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

を
待
た
ず
速
や
か
に
一
時
金
相

当
額
を
支
給
せ
よ
と
い
う
要
求 

都側の主な回答内容 

① 期末・勤勉手当 

現行の条例規則どおり、期末手当１．３月分、勤勉手

当１．０月分計（再任用職員、期末０．７２５月分勤

勉０．４７５月分、計１．２月分）６月２８日支給 

② 一時金関連 

一時金の支給対象・割合・加算制度について現行通り 

③ 夏季休暇 

夏季休暇日数については現行どおり（５日） 

取得期間について（６月～１０月）（２月妥結どおり） 

 

 

定年延長に関わる労使交渉！ 

定年延長の課題について、都の実情に応じた検討を進めてい

く必要があるとしながら、国待ちの姿勢を示していた都側が、

労使で検討すべき課題は山積しており、多岐にわたる議論が必

要との都労連の指摘に応え、５月２３日の交渉で、労使で整理

た論点について検討を深めていく考えを示したことから、都の

実情に見合った定年引上げに係る人事制度等の改正に関する

「基本的な考え方」を示すことを引き続き求めながら、労使合

意による制度構築をめざし、個々の論点について、今後の交渉

で議論を深めることを確認した。 

 

定年引上げスケジュール（想定） 

○ 一部報道によると、国家公務員においては、早ければ令和

３年度（2021）に定年を 61歳とし、以降 2年に 1歳ずつ、

65歳まで引き上げる案を軸に検討（3年に 1歳ずつ引き上

げる案もあり） 

○ 地方公務員においても、国家公務員に準じて定年引上げが

実施される見込み 

 

 

 

 

 

を
退
け
、
育
児
・
介
護
の
事
情
を
抱

え
る
職
員
へ
の
収
入
面
か
ら
支
え

る
た
め
求
め
た
、
期
末
・
勤
勉
手
当

の
在
職
・
勤
務
期
間
の
除
算
制
度
改

善
に
つ
い
て
も
、
受
け
入
れ
な
か
っ

た
。
現
行
の
任
用
制
度
で
は
上
位
級

へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
職
務
段
階
別

加
算
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
制

度
本
来
の
趣
旨
を
盾
に
認
め
な
か

っ
た
。 

③ 

夏
季
休
暇
改
善
要
求 

夏
季
休
暇
の
日
数
増
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
５
日
が
国
・
他
団
体
等
と
比

較
し
て
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
従
来
か
ら
の
考
え
を
示
し
て
困

難
で
あ
る
と
し
、
２
月
の
交
渉
に
お

い
て
今
年
度
の
拡
大
を
妥
結
し
た

取
得
期
間
の
拡
大
を
都
労
連
が
厳

し
く
迫
っ
た
結
果
、
来
年
度
の
取
得

期
間
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
拡
大 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
時
間
労
働
No!
・
不
払
い
残
業

の
根
絶
に
向
け
て
、
支
部
・
局
で

３
６
協
定
を
締
結
し
ま
す
。 

 
 あ

な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

労
働
時
間
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 
 

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
７
年
「
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め
に
使

用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
・
通
知
し
ま

し
た
。
私
た
ち
が
働
く
職
場
状
況
や

働
き
方
を
こ
れ
に
照
ら
し
て
、
自
ら

の
働
き
方
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
ダ
メ
。 

 

使
用
者
に
は
労
働
時
間
を
適
正
に

把
握
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。 

 

◆
使
用
者
ら
に
よ
る
記
録
・
現
認

や
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
記
録
に
よ
る

把
握
が
基
本
で
す
が
、
や
む
を
得
ず

労
働
者
の
自
己
申
告
に
よ
る
場
合
で

も
、
そ
れ
に
よ
り
「
把
握
し
た
労
働

時
間
と
入
退
場
記
録
や
パ
ソ
コ
ン
の

使
用
時
間
等
か
ら
把
握
し
た
在
庁
時

間
と
の
間
に
著
し
い
乖
離
が
あ
る
場

合
に
は
、
過
少
申
告
し
て
い
な
い
か

な
ど
、
実
態
調
査
を
実
施
し
、
所
要

の
労
働
時
間
の
補
正
を
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
超
勤
申
請
時
間
数
の
上
限
を
設

け
る
等
、
適
正
な
自
己
申
告
を
阻
害

し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

残
業
代
の
過
少
申
告
で
東
京
都

幹
部
職
員
が
懲
戒
処
分
！ 

 
 

◆
東
京
都
は
、
昨
年
３
月
、
築

地
市
場
の
豊
洲
移
転
な
ど
を
所

管
す
る
中
央
卸
売
市
場
の
職
員

十
数
人
に
残
業
時
間
を
実
際
よ

り
少
な
く
申
告
さ
せ
、
超
勤
手
当

約
９
０
万
円
を
支
給
し
な
か
っ

た
と
し
て
、
管
理
職
３
名
が
減

給
・
戒
告
処
分
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

当
該
の
幹
部
は
「
既
に
一
度
、

超
勤
手
当
の
追
加
配
分
を
受
け

て
い
た
の
で
、
も
う
予
算
は
確
保

で
き
な
い
と
思
っ
た
」
と
説
明
し

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
予
算
が
な
い
か

ら
」「
自
分
の
自
己
研
鑽
の
た
め
」 

と
か
の
理
由
で
残
業
代
を
減

額
・
不
払
い
な
ど
は
許
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
直
接
指
示

し
た
直
属
の
上
司
が
処
分
の
対

象
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

私
た
ち
が
働
く
身
近
な
職
場

で
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
か
？
労
働
組
合
は

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
「
違
法
な

不
払
い
」
を
無
く
す
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
も

声
を
あ
げ
、
一
緒
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。 

労
働
時
間
と
は
、「
使
用
者
の
明
示
ま

た
は
黙
示
の
指
示
に
よ
り
業
務
に
従
事

し
て
い
る
時
間
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

  

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
時
間
も
労
働

時
間
に
該
当
し
ま
す
。 

  

◆
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
、
就
業
を

命
じ
ら
れ
た
業
務
に
必
要
な
準
備
行

為
、（
着
用
を
義
務
付
け
ら
れ
て
所
定
の

服
装
へ
の
着
替
え
等
）
や
業
務
終
了
後

の
業
務
に
関
連
し
た
後
始
末
（
清
掃
等
）

を
事
業
場
内
に
お
い
て
行
っ
た
時
間 

  

◆
待
機
、
い
わ
ゆ
る
「
手
待
ち
時
間
」

も
労
働
時
間 

  

◆
参
加
が
業
務
上
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
研
修
・
教
育
訓
練
の
受
講
や
、
使

用
者
の
指
示
に
よ
り
業
務
に
必
要
な
学

習
等
を
行
っ
て
い
た
時
間 

  

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
毎
日
７
時

間
以
上
の
睡
眠
、
１１
時
間
以
上
の
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
必
要
で
す
。 

超
勤
を
申
請
し
よ
う 

 

今
、
「
超
勤
縮
減
」
と
い

う
か
け
声
だ
け
が
大
き
く

な
り
、
ま
す
ま
す
申
請
し
ず

ら
く
な
っ
た
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
申
請
し

な
け
れ
ば
、
職
場
に
人
が
足

り
な
い
こ
と
が
当
局
に
認

識
さ
れ
ま
せ
ん
。
不
払
い
超

勤
手
当
を
支
給
さ
せ
る
運

動
が
少
し
ず
つ
進
み
始
め

て
い
ま
す
。「
必
要
だ
か
ら
、

時
間
外
で
あ
っ
て
も
や
っ

て
い
る
仕
事
で
す
」
と
、
誇

り
を
持
っ
て
す
べ
て
申
請

し
ま
し
ょ
う
。 

仕
事
が
時
間
内
に
終
わ
ら

な
い
・
・
・ 

そ
れ
は
あ
な
た
の
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん 

 

都
庁
で
は
度
重
な
る
定
数

削
減
に
よ
っ
て
、
職
員
が
大
幅

に
減
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
方
、
仕
事
は
複
雑
、
増
大

化
し
て
い
ま
す
。
業
務
の
委

託
・
民
営
化
も
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

 

根
本
的
問
題
は
必
要
な
人

員
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
あ
り
ま
す 

 

あ
な
た
の
声
を
労
働
組
合

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

働き方改革＝時間外労働の上限規制 

＜法改正のポイント＞ 

○ 時間外労働（休日労働は含まず）の上限は、原則として、

月 45 時間・年間 360 時間となり、臨時的な特別の事情

が無ければ、これを超えることはできなくなります。 

○ 臨時的な特別の事情があって労使合意する場合でも 

・時間外労働・・・年７２０時間以内 

・時間外労働＋休日労働・・・月１００時間未満、２～

６か月平均８０時間以内とする必要があります。 

○ 原則である４５時間を超えることができるのは年６か月

までです。 

○ 法違反の有無は「所定外労働時間」ではなく「法定外労

働時間」の超過時間で判断されます。 

 

 

 



 

 


